
「平成 23 年 7月新潟・福島豪雨」に伴う水害の検証を実施します

【主な検証内容】

検証チームは信濃川下流域を対象として以下項目について検証

・気象条件と出水状況

・平成１６年豪雨を踏まえた対策の今次豪雨時の治水効果

・信濃川下流域における治水バランス

・河川管理者の広報・情報提供、地域の水防活動

・避難実績とハザードマップなどの効果 など

【検証の進め方】

・検証チームのメンバー（別紙）がそれぞれ専門とする分野に関係する

検証内容について担当して、10月末を目標に検証作業を行います。

・検証チームの 1回目の全体会合は、新潟市内において 9月 22日に開催

予定（全体会合の詳細は北陸地方整備局ホームページ等によりお知ら

せします）

北陸地方整備局河川部
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平成 23年 9月 12日

■「平成２３年７月新潟・福島豪雨」に伴う水害は、今後の信濃川下流部

の河川整備を検討する上で重要な事案を多く含んでいます。そのため、

今次の水害を対象とし、信濃川下流部に広がる新潟平野におけるこれま

での河川整備、今次の水防、避難に関する検証作業を実施し、新潟･福島

豪雨を教訓として、信濃川下流域における今後の治水対策に関する基本

的な方向性を検討していきます。

■検証にあたって、学識者からなる「新潟･福島豪雨水害現地検証チーム」

を設置発足します。

■検証チームの成果を踏まえて、地方公共団体の代表、有識者にも参加頂

き、「平成２３年７月新潟･福島豪雨」に伴う水害を教訓とした今後の治

水方策について検討していくこととしています。
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